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今
年
も
早
い
も
の
で
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、後
援
会
の
皆
様
の
温
か
い
激
励
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、平
成
二
十
六
年
度
も
終
盤
に
入
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
今
年
は
、福
井
豪
雨
か
ら
十
年
と
い
う
節
目
の
年

で
あ
り
ま
す
が
、近
年
、世
界
的
に
も
、日
本
に
お
い
て

も
、ま
た
こ
の
福
井
の
周
辺
に
お
い
て
も
、大
規
模
な

災
害
が
多
発
し
て
お
り
、今
年
も
広
島
の
土
石
流
を

は
じ
め
と
し
て
台
風
や
前
線
に
よ
る
水
害
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、御
嶽
山
の
噴
火
に
ま
で
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
福
井
の
周
辺
で
は
、活
火
山
は
白
山
だ
け
で
す
が
、

近
年
台
風
は
福
井
の
近
く
を
通
る
こ
と
が
増
え
て
き

ま
し
た
。昭
和
三
十
九
年
は
私
の
小
学
校
六
年
生
の

年
に
あ
た
り
ま
す
が
、夏
休
み
の
自
由
宿
題
に
、台
風

進
路
図
と
い
う
日
本
地
図
に
台
風
の
進
ん
だ
通
り
を

何
本
も
描
い
た
図
面
を
作
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
昭
和
三
十
年
代
ま
で
は
、こ
こ
福
井
の

近
く
を
通
過
す
る
台
風
も
何
回
か
あ
っ
た
の
で
す
が
、

四
十
年
代
か
ら
は
、日
本
上
陸
自
体
が
少
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。高
度
経
済
成
長
は
台
風
被
害
が
少
な
い
中

で
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、平
成
十
六
年

の
福
井
豪
雨
以
降
再
び
台
風
や
前
線
の
活
動
に
よ
る

水
害
が
増
え
て
い
ま
す
。台
風
の
予
測
は
概
ね
明
確

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、行
政
と
し
て
も
避
難
準
備
情

報
を
夕
方
の
暗
く
な
る
前
に
発
令
し
、避
難
場
所
を

開
く
こ
と
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
可
能
と

な
って
い
ま
す
。し
か
し
、前
線
の
活
動
に
よ
る
場
合
な

ど
は
、暗
く
な
っ
て
か
ら
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、真
夜

中
に
警
報
に
切
り
換
わ
る
と
、避
難
勧
告
や
避
難
指

示
の
発
令
が
適
確
に
伝
わ
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、発
令

の
方
法
が
新
た
な
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。行
政
と

し
て
は
、空
振
り
を
お
そ
れ
ず
に
発
令
を
し
て
参
り
ま

す
の
で
、情
報
を
受
け
易
い
状
況
を
確
保
し
て
い
た
だ

き
、発
令
を
聞
い
た
場
合
に
は
、自
ら
の
命
を
守
る
行

動
を
行
って
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
井
豪
雨
十
年
を
契
機
に
ハ
ー
ド
整
備
を
更
に
加

速
さ
せ
る
と
と
も
に
、情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
や
適
確

性
を
更
に
高
め
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
協
力
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
全
国
的
に
異
常
気
象

と
思
わ
れ
る
台
風
・
崖
く
ず
れ・
御
嶽
山

の
噴
火
等
々
で
、日
本
各
地
で
大
き
な
災

害
が
続
き
ま
し
た
。被
害
に
遭
わ
れ
た

地
方
の
方
々
に
は
心
よ
り
御
見
舞
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
県
で
は
大
き
な
影
響
は
無
か
っ
た

様
で
、一
安
心
で
し
た
。

　
各
地
区
の
後
援
会
の
皆
様
に
は
、益
々

ご
清
祥
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
又
、日
頃
は
後
援
会
活
動
に
対
し
ま

し
て
、深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
承
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
村
市
長
は
、新
聞・テ
レ
ビ
等
で
毎
日

の
よ
う
に
福
井
駅
周
辺
の
開
発
や
新
幹

線
開
業
の
早
期
前
倒
し
の
実
現
等
々
、

国・県
と
折
衝
に
連
日
連
夜
、東
奔
西
走

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
立
候
補
当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
る

「
希
望
と
安
心
の
ふ
く
い
」「
家
族
が   

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ふ
く
い
創
り
」実
現
の

為
、県
都
福
井
市
の
発
展
の
為
、次
世
代

を
担
う
で
あ
ろ
う
子
供
達
の
為
に
も
、 

住
み
心
地
日
本
一
実
現
に
向
け
て
、後
援

会
も
一
丸
と
な
っ
て
骨
身
を
惜
し
ま
ず
、

全
面
的
に
応
援
を
い
と
わ
な
い
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
各
地
区
後
援
会・女
性
の
会・各
種
団

体・諸
兄
に
も
、今
ま
で
同
様
の
ご
支
援・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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　私は、１０月１５日から１７日にかけて、友好都市提携２５周年を迎えた中国杭
州市を訪問しました。平成２１年の友好都市提携２０周年以来、２回目の訪問と
なりましたが、この５年という短い期間の間に、杭州市のまちの様相は大きく変化
しておりました。経済の著しい発展を感じる近代的なまち並みと歴史文化の香り
漂うまち並みが見事に調和しており、改めて素晴らしい都市と友好都市を提携
していることに喜びと誇りを感じております。
　滞在中は、杭州市の友好都市が一同に会して開催されたフォーラムにも   
出席し、杭州市や各参加都市の政策を知ることができる機会となりました。
　また、最終日には杭州市長と会見し、更なる友好関係発展のために、市民交流
を促進していくことを確認しました。１１月２０日からは、両市の友好都市提携日に
合わせ、「福井市日本中国友好協会」と「ふくい市民国際交流協会」が合同で
市民訪問団を派遣することになっております。市民訪問団の皆様には、同市滞
在中、多くの杭州市民の方と交流を深めていただき、四半世紀にわたって築か
れてきた固い友情の絆を次の世代に繋げていくよう、強く期待しております。

　熱心な福井市民の方々によって
始まった両市の友好都市交流で
すが、これからも交流の主役は   
市民の皆様と思っておりますので、
私は、市民交流の促進や今後の
交流の担い手である青少年の育成
に注力し、世界に開かれた国際都市
「福井市」を目指してまいります。
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▶
杭
州
市
長
と
の
会
見

■中国杭州市10月

友好のきずな新たに
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直売所ではお客さんに安くておいしい福井産の野菜を選んでも   
らっているし、福井のものを食べたいというお客さんはたくさんいる
と思います。福井市で地産地消を推進するにはどのような方法が   
あるでしょうか。

様々なものが身近に手に入る今日において、地産地消だけでは   
消費者の欲求を充たすことができず、どうしても無理があります。  
そのため地産地消で食べられるものと食べられないものを消費者
がセレクトしている状況ですが、情報量が少なく、消費者も把握でき
ていないのではないかと思います。レストランと提携したり、インター
ネットを利用したり、様々なツールを用いて情報発信ができ、 消費者
の理解が進めば地産地消が進むことになるのではと考えます。

●参加者の声

■H26年10月3日
若手農業者勉強会
「アンビシ勉強会」

私たちの街を良く
するために市長と
話しませんか？
ご要望があれば、
どこにでも出かけて
行きます。

市長と語
ろう

1. 安全で快適な「都市基盤」

2. 安全で住みやすい
　 「生活・福祉」 

3. 希望を拡げる
　 「産業」

4. 夢を育む「教育」

卒業後の進路が決まっているチアリーダー部ＪＥＴＳ
の高校3年生と、将来への夢と福井の未来につい
て自由に語り合いました。

皆さんが、高校時代に打ち込めるものがあったとい
うことは、これからの人生の中でも素晴らしい宝に
なるのではないかと思います。自分の夢に近づくた
めの勉強は、いかに、そのための時間を確保しなが
ら生活出来るかにかかっています。ＪＥＴＳでの経験
を生かし、自分で目標に選んだことを  一生懸命や
るという自分なりの時間を作って活動してもらいた
いと思います。

●市長の感想

●テーマ

●市長の感想

■26年2月18日
福井商業高校
チアリーダー部ＪＥＴＳ

目
で見る市政報告市政報告

■H26年9月1日
百歳慶祝訪問

■H26年1月6日
仕事始め式

■H26年1月18日
上文殊公民館
竣工記念式典

■
H
26
年
1
月
23
日

朝
倉
ゆ
め
ま
る
へ
の

特
別
住
民
票
交
付
式

■H26年1月27日
足羽山足羽川周辺空間再形成
基本構想策定委員会の答申

■
H
26
年
2
月
3
日

中
消
防
署
庁
舎
落
成
式■

H
26
年
2
月
27
日

日
野
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

消
化
ガ
ス
発
電
設
備
通
電
式

■H26年3月21日
郷土歴史博物館移転10周年記念
特別展開会式

■H26年4月11日
熊本市からの表敬訪問

■
H
26
年
4
月
12
日

ふ
く
い
春
ま
つ
り

越
前
時
代
行
列

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■
H
26
年
4
月
30
日

「
ふ
く
い
減
災

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
設
に

関
す
る
協
定
書
」調
印
式

■
H
26
年
5
月
19
日

市
場
周
辺
土
地
区
画
整
理

事
業
完
工
式・除
幕
式

■H26年5月23日
観光おもてなし
市民運動推進会議

■H26年5月28日
「まちなか大満喫フェア」
オープニングセレモニー

■H26年6月28日
不死鳥のねがい（福井市市民憲章）
制定５０周年記念大会

■
H
26
年
7
月
7
日

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■H26年7月9日
北陸新幹線関係都市連絡協議会中央要望

■H26年7月19日
「世界が絶賛した浮世絵師
『北斎展』師と弟子たち」開場式

■
H
26
年
8
月
1
日

第
61
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー・花
火

■
H
26
年
8
月
2
日

第
61
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り

民
謡・Y
O
S
A
K
O
I

イ
ッ
チ
ョ
ラ
イ

■
H
26
年
8
月
3
日

第
61
回
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ま
つ
り

1
0
0
万
人
の
た
め
の
マ
ー
チ
ン
グ

■H26年8月23日
「越前朝倉万灯夜」及び「全国あかり展」
開会式・点灯式

■
H
26
年
8
月
24
日

福
井
市
消
防
音
楽
隊

創
立
6
0
周
年
記
念
事
業

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

■
H
26
年
8
月
29
日

お
も
て
な
し
講
習
会

■H26年8月29日
福井市国体準備委員会 常任委員会・総会

■
H
26
年
9
月
1
日

「
高
齢
者
の
支
援
に
係
る

　 

相
互
連
携
に
関
す
る
協
定
」　
調
印
式

あ じ さ い
トーク
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